
 

１．参加者 

 募集人数 応募者数 参加決定数 参加者数 

シーカヤック ２４名 ２５名 ２５名 ２４名 

スノーケリング ２４名 ２２名 ２２名 ２０名 
                             

２．事業内容（概要） 
◆ねらい 

・体験活動の意義や効果を理解するとともに、実際の自然体験活動を通じて安全に配慮し

た指導法を体得する。国立若狭湾青少年自然の家の立地・環境を生かした特徴的な体験

活動を通しての講習を実施する。 

 

◆期日・期間 

２０１８年１０月６日（土）～ １０月７日（日） 

 

◆主催 国立大学法人福井大学 
独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立若狭湾青少年自然の家 

 

◆参加者分析 

・募集人員２４名に対して２５名の申し込みがあった。大学には更に３名の申し込みがあっ

たようであるが、安全面を考慮し２５名がぎりぎりであると伝え３名は断った。６日にか

けて台風が近づいており、遠方の方が、行き来を考え欠席する連絡が入った。 

 

◆企画のポイント ◇プログラム 
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【講義】「青少年期における自然体

験活動の現代的意義１」 

― 水難防止学習を視点に － 

グループごとに意見・実践 

経験の交流 

岐阜聖徳学園大学 教授 稲垣良介 

奈良佐保短期大学 講師 杉山晋平 
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実 習 

「シーカヤック体験と 

学習指導に生かす体験活動」 

若狭湾 企画指導専門職 
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【講義】「青少年期における自然体

験活動の現代的意義２」 

―若者自立支援実践から捉え

直す－ 

グループごとに意見・実践 

経験の交流 

岐阜聖徳学園大学 教授 稲垣良介 

奈良佐保短期大学 講師 杉山晋平 

福井大学 准教授 岸俊行 

昼 

食 

・ 

休 

憩 

実 習 

「スノーケリング体験と 

学習指導に生かす体験活動」 

若狭湾 企画指導専門職 
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◇講 師  岐阜聖徳学園大学   教授      稲垣 良介 氏 

 奈良佐保短期大学   講師      杉山 晋平 氏 

「教員免許状更新講習」 



 

      福井大学       准教授     岸  俊行 氏 

      福井大学       准教授     大西 将史 氏 

 国立若狭湾青少年自然の家  主任企画指導専門職 今井 清継 

                 企画指導専門職 西浦 達郎 

 

◆運営のポイント 

・シーカヤックやスノーケリング体験の中で、学級指導や学級経営につながる場面を取り上

げて紹介したり考えてもらったりすることで、日々の学習活動の中にもそういった場面が

多くあることに気づき、今後の学級経営や学習指導につながっていくように活動を進めた。 

・体験活動では講義の中で取り上げられた活動の中に潜む危険にも触れ、活動そのものが安

全に展開されることの重要性を伝えた。講義で取り上げられた内容を具体的に見える形で

伝えることでより理解が深まると考えた。 

・各学校での自然体験活動での運営者となることから、運営面での配慮となる内容を説明に

入れた。 

 

◆安全管理のポイント 

・十月の中旬に実施されたので参加者の体調面に配慮することを最優先し、天候に応じて実

習時間や内容を臨機応変に対応する。 

・活動場所や道具について、安全に運用できるように点検をしておく。 

 

３．アンケート結果 
（１）アンケート 

参加者 ４ ３ ２ １ 

事業全体をとおしてどうでしたか ８０％ １０％ ７％ ３％ 

この事業のプログラムはどうでしたか ８３％ ７％ ７％ ３％ 

この事業の運営はどうでしたか ８５％ １２％ ０％ ３％ 

指導・助言や対応はいかがでしたか ９０％ ７％ ３％ ０％ 

                                    
                                   ４満足 ３やや満足 ２やや不満 １不満 
（２）参加者の声 

〇普段体験できないことにチャレンジする機会をいただいて、大変うれしく思います。 

 〇適度な座学と実践で時間的に余裕もありよかったです。 

 〇生徒を連れて体験にきたいです。わが子にも体験させたい。 

 ●夏休み中に実施してほしい。 

 

４．成果と課題 
（１）成果 

〇全体的に体験活動の時間が多く設定されており、自然の中でゆったりと満足のいく体験

活動となった。じっくりと考えさせられる部分があり、安全面など学んだことを学校で

の自然体験活動に活かしていきたいと思った。 

〇福井大学として、体験活動を取り入れたこのプログラムは特徴的であり、全体的に更新

講習に参加者が減少している中で、応募の多かった講習となった。 

 

（２）課題 

  ●今年度、台風が近づき２日目は海が大荒れとなった。多少の荒れであれば海での活動を

実施しようと考えていたので、ここまで大荒れとなる状況は想定していなかった。今後

は、海での活動が実施できない場合の内容を計画し、準備する必要がある。 

●定員を上回る申し込みを福井大学にいただいたようである。定員枠の拡大や新たな選択

活動の導入などの意見を福井大学からいただいた。安全面や講習実施時期の海の状況を

考えて難しいことは伝えた。 
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